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ＮＨＫ受信料制度等検討委員会 

第２１回会合 議事要旨 

 

■ 日 時  

２０２０年１月３１日（金） １７：００～１７：４０ 

 

■ 場 所  

 ＮＨＫ放送センター ５階 会議室 

  

■ 出席者  

【委員】（五十音順、敬称略） 

  安藤英義、鈴木秀美、山内弘隆、山野目章夫、山本隆司（５名） 

 

【オブザーバー】（敬称略） 

  平松剛実（１名） 

 

■ 議事次第 

１ 開会 

２ 会長挨拶 

３ 報告事項（１）令和２年度予算・事業計画について 

４ 報告事項（２）インターネット活用業務について 

 

 

■ 議事概要 

 

１ 開会 

事務局より、本日の会合概要および資料に関する説明があった。 

 

 

２   会長挨拶 

ＮＨＫ前田晃伸会長より、以下の挨拶があった。 

 

受信料制度等検討委員会は、設置されてから今年で４年めになる。この間、

４つの諮問への答申や、最高裁大法廷判決を踏まえたご意見をいただく等、ご

協力に深く感謝申し上げる。 

デジタル時代においても、公共放送の財源制度の在り方はＮＨＫに課された

大きなテーマである。今後も受信料制度の検討にあたり、引き続きご協力いた

だきたい。 
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３   報告事項（１）令和２年度予算・事業計画について 

 

事務局より、令和２年度予算・事業計画について、受信料の値下げ等還元の

実施、東京オリンピック・パラリンピックに際する放送・サービスの実施、常

時同時・見逃し番組配信サービスの実施等に関する報告があった。 

 

 

その後、意見交換が行われた。 

 意見交換においては、以下のような発言があった。 

 

⚫ 常時同時配信・見逃し番組配信サービスは、当初の計画から変更になった

が、色々工夫されながら、効率的、かつ、視聴者の利便性を考えて取り組

まれていることと理解した。 

 

 

４   報告事項（２）インターネット活用業務について 

事務局より、インターネット活用業務について、昨年の認可申請から認可ま

での経緯及び、常時同時配信・見逃し番組配信サービスの開始に向けた準備状

況について報告があった。 

 

その後、意見交換が行われた。 

 意見交換においては、以下のような発言があった。 

 

⚫ 総務省の「基本的な考え方」は、インターネット活用業務に関すること以

外にも、協会の業務全体に関する考え方を示したもののようにみえる。 

⚫ 常時同時配信・見逃し番組配信サービスの認証手続きに、はがきが用いら

れているのはなぜか。 

➢ 実在確認の方法を各種検討した結果、確実な方法としてはがきを採

用した。 

 

以上 


